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デッキ材の状態〉)ぐむもの言しで、サッシの下枠とバルコニー床面
裏面にしてください ¦\シとの版差を測りデッキ材の高さを決めますo

⑧支持脚の高さ調整範囲を覚えてください。

最小寸法で
87ミリです

vパルコ二の床面

⑧例えばデ‘ツキ材の高さを 100ミリにしたい場合
・調整寸法の出し方

思
1100ミリ¦ー187 ミ1)1=匝国
つまり、100ミリにしたい場合は
13ミリ出せばいいわけです。

最大寸法で
130ミリです

130
ミリ

(4)デ‘ッキ材を表にしてデ、ツキ材表面の調整口より微調整してください。
"-.../ / /......... I I 聞と高く汀間関訂正く関¦

テツキ材の1
組合せ方 1

①テ、ツキ材どうしを隣り合わせて、
ジ、ヨイントピースを木づちでた
たいてはめ込みます。

用意する道具 〉

( デッキ材 〉
必要な面積に応じてお買
い求めください。

⑧全体的にガタつきがないように
高さを調整すると、フラットな
バルコニーの完成です。
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デ.ツキ材が ー ¦・支持脚の高さ調整を再度行ってください。

水平で、なかったり、i ・適切な部分に支持脚が取付けてあるか確認してください。
ガタついていた5…!・支持脚をテ、ツキ材にしっかりはめ込んでください。


